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【開催日】 令和元年１２月１３日 
 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午後２時１０分～午後２時２０分 
 

【出席委員】 
 

委 員 長 中 村 博 行 副委員長 藤 岡 修 美 

委 員 岡 山  明 委 員 髙 松 秀 樹 

委 員 恒 松 恵 子 委 員 森 山 喜 久 

委 員 宮 本 政 志   
 

【欠席委員】 

なし 
 

【委員外出席議員等】 

議  長 小 野  泰 

【執行部出席者】 

経済部長 河 口 修 司 
公営競技事務所

長 
桶 谷 一 博 

建設部長 森  一 哉 
建設部次長兼土

木課長 
森 弘 健 二 

建設部次長兼土

木課長 
森 弘 健 二 下水道課長 井 上 岳 宏 

下水道課管理係

長 
西 﨑  大 人事課主幹 光 井 誠 司 

人事課人事係長 林   善 行 人事課給与係長 室 本   祐 

【事務局出席者】 
 

局  長  沼 口  宏 書  記 光 永 直 樹 

 

【審査事項】 

議案第１０９号 令和元年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計補正予

算（第４回）について 
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議案第１１０号 令和元年度山陽小野田市下水道事業会計補正予算（第２回）

について 

 

午後２時１０分 開会 

 

中村博行委員長 ただいまから産業建設常任委員会を開催します。審査はお手

元にある順に沿ってまいります。まず審査番号１番、議案第１０９号令

和元年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計補正予算（第４回）

について、説明を求めます。 

 

桶谷公営競技事務所長 議案第１０９号令和元年度山陽小野田市小型自動車競

走事業特別会計補正予算（第４回）について御説明します。今回の補正

は、国の人事院勧告に準じた給与改正を行うものです。最初に予算書の

１、２ページをお願いします。今回の人件費の増額分につきましては、

予備費を減額して調整しましたので、予算総額の変更はございません。

それでは、５、６ページをお願いします。このたびの給与改正は職員の

給料を平均０．１％引き上げること及び勤勉手当を年間、４．４５月か

ら０．０５月引き上げ４．５月とするもので、平成３１年４月１日から

適用します。この改正により、２節給料及び３節勤勉手当を増額すると

ともに、増額に伴い、３節時間外勤務手当及び４節共済組合負担金を調

整しています。合計で１５万２，０００円となります。これらの財源を

確保するため、下段の３款１項１目予備費を同額減額して調整しており

ます。補正予算の説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑のある委員

の方お願いします。人事院勧告のとおりということで、本会議場でも、

若干説明がありましたけれども、よろしいでしょうか。それでは質疑を

閉じます。討論ありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）討論ありません

のです。採決に入ります。議案第１０９号令和元年度山陽小野田市小型
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自動車競走事業特別会計補正予算（第４回）について賛成の委員の皆さ

んの、挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして、議案第１０９号は可決すべ

きものと決しました。お疲れ様でした。それでは続けてまいります。審

査番号２番、議案第１１０号令和元年度山陽小野田市下水道事業会計補

正予算（第２回）について説明を求めます。 

 

井上下水道課長 それでは、議案第１１０号令和元年度山陽小野田市下水道事

業会計補正予算（第２回）について御説明をいたします。今回の補正は、

国の人事院勧告に伴う人件費の調整によるものでございます。補正予算

書の１ページを御覧ください。まず、第２条の収益的収入及び支出でご

ざいますが、収入総額でございます。下水道事業収益は一般会計補助金

を２７万１，０００円増額し、１８億３，５７８万６，０００円とする

ものでございます。支出総額でございます。下水道事業費用は、損益勘

定に係る職員の人件費調整として、２７万１，０００円を増額し、１８

億１５８万４，０００円とするものでございます。続きまして、第３条

の資本的収入及び支出でございますが、収入総額でございます、資本的

収入は一般会計出資金を２１万９，０００円増額し、１６億９，６１６

万５，０００円とするものでございます。また支出総額でございます資

本的支出は、資本勘定に係る職員の人件費の調整として、２１万９，０

００円を増額し、２４億１，５３３万１，０００円とするものでござい

ます。これらの補正予算の詳細につきましては、補正予算書１２ページ、

１３ページの明細書に記載しておりますので、御確認をください。次に

第４条は議会の議決を経なければ、流用することのできない経費を人件

費の補正に伴い増額補正するものでございます。また第５条は一般会計

補助県補助金の補正に伴い増額補正するものでございます。なお、３ペ

ージ以降の補正予算（第２回）に関する説明書には、今回の補正予算を
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反映させた財務諸表や給与費明細書を記載しておりますので、御確認く

ださい。以上、簡単ではございますが、下水道事業会計補正予算（第２

回）の説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

中村博行委員長 それでは説明が終わりましたので、質疑を求めます。質疑が

ないようですので、これで質疑は打ち切ります。討論ございますか。（「な

し」と呼ぶ者あり）ありませんので採決に移ります。それでは議案第１

１０号令和元年度山陽小野田市下水道事業会計補正予算（第２回）につ

いて、賛成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 したがいまして議案第１１０号は可決すべきものと決しまし

た。どうもお疲れ様でした。それでは審査番号３番閉会中の継続調査事

項についてお諮りをいたします。お手元にあります閉会中の継続調査事

項について以下、列挙されておりますが、お気付きの点とか、これに足

らないものがあったら発言をお願いいたします。とりあえず、２３日に

地方卸売市場について、委員会を予定しています。大抵網羅してあると

思いますのでよろしいですかね。（「はい」と呼ぶ者あり）それでは閉

会中の継続する調査事項についてはこれで終わります。以上で産業建設

常任委員会を閉会します。お疲れ様でした。 

 

午後２時２０分 散会 

 

令和元年１２月１３日 

 

産業建設常任委員長 中 村 博 行 

 


